
苓

漆

＞ ー
＼
ン
~
ー
ノ

』

i

.，r 

河

野

術

員

肱

川

森

林

組

合

八
肱
川
村
教
育
委
員
会
委

大

字

山

鳥

坂

和

気

九
、
愛
媛
県
消
防
関
係
災
署
補
償
組
合
規
約
の
一

一

三

二

項

な
く
さ
れ
た
学

ヨ

J-i戸
廿
ll
ー
、
日

’
こ
に
入
っ

＼ロ /
i
 

赤

九
月
定
例
村
議
会
を
九
月
十
八
日
招
集
、
左

し
た
。
附

、

議

事

件

一
、
肱
川
村
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
設
定

二
、
肱
川
村
村
長
退
職
手
当
支
給
条
例

JI
オ

l
i
6
系
t
ー
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

占
．
｀

f

．
｛

4
●
,
{
→
．
．
’
}
f

ヽ
ー

4
,
、
と
’
↓

•
9
'

↓

1
1
-
l

九
月
エ
九
日

三

0
日

市
の
畦
三
名

瓜
生
谷
三
名

藤
の
原
l

名

瓜
生
谷
一
名

市
の
畦
一
名

瓜
生
谷
三
名

市
の
畦
一
名
．

市
の
畦
八
名

以名
。
終
戦
後
本
村
に
於

の
発
生
は
著
し
く
減
少
し
て
い
た
の

で

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

よ

集

団

み

て

、

こ

れ

が

極

め

会

伝
染
病
赤
痢
患
者
、

予
子
林
、
市
の

主
と
し
て
次
の
よ

し
た
。
赤
痢
患
者

九
月
二
八
日

校

一
名

一
名
、
保
菌
者
二
十

十
月
四
日

十
月
七
日

十
月
十
日 日

町瓜市
の
谷畦

—一八
名名名名名
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常
多
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如
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沼
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位

t
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LJ 

昭和5

入

¢) 

正

九

月

例

村

を

970,920 

2,7迂，880

発 行

，肱川村役
｝ 

19的’鼻ユ 9.2 O 

(9月現在）

金

金
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での

鼻い•

q,990,000 

Ll5bi,5BO 

252,000 

812,000 

20,8て?,580

予 算 額
9 ~ ~ 

%300,000 
疇鑢

ュ，528，甚0

現

386,000 

l'咲8和9⑳

芍，6a57,460

り
し
か

せ
ら
れ

は

非

文

ロ

メ

ー

言

わ

れ

ま

す

。

を

通

じ

し

て

お

取

り

扱

保

存

、

が
悪
い
た
め
に
お
こ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
．

こ
と
に
充
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

◎
食
物
の
調
鯉
や
食
物
を
取
り
扱
う

人
は
身
体
、
被
服
を
常
に
清
潔
に

し
時
々
健
康
診
断
や
、
検
便
検
査

を
す
る
こ
と
。
下
痢
や
、
手
に
吹

き
出
物
等
が
出
来
た
場
合
は
直
ち

に
炊
事
を
休
む
こ
と
。

◎
食
物
を
取
り
扱
う
時
や
、
食
事
の

前
や
、
用
便
後
や
、
外
出
し
て
帰

X

輌

裏

嵐

っ
た
時
は
必
ず
石
鹸
で
爪
の

で
よ
く
洗
う
こ
と
，

曇
所
は
常
に
清
潔
整
頓
し
て

こ
と
、
家
屋
内
外
の
清
掃
を

す
る
こ
と
。
．

◎
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
よ
う
に

物
や
生
水
を
の
ま
な
い
よ
う

。

る
こ
と

◎
体
の
具
合
の
悪
い
時
や
下
痢
し
た

ら
速
ぐ
医
師
に
見
て
も
ら
う
こ
と
。

◎
伝
染
病
の
患
者
の
出
た
附
近
へ
は

近
よ
ら
ぬ
こ
と
。

各
種
団
体
そ
の
他
で
多
数
が
会
食

す
る
よ
う
な
場
合
に
特
に
調
匹

取

り

に

注

意

す

る

こ

と

。

消

木

育

尽
“
f劣

役

薔

土

教

社

保

2

3

4

5

6

7
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ば
日
標
額

こ
と
に
な
り
ま

お
ね
が
い
し
ま

廿

の
J
 
彩

行

好
評
戸
紀
終

日
、
九
日
恒
例
の

に
も
恵
ま
れ
、

つ
て
人
の

ズ

貨

＼ 

く
商
店
街
も
多
忙
な
一
日
を
送
っ

、
八
日
ば
愛
媛
県
署
祭
汰
の
プ

パ
ン
ド
が
来
演
、
ラ
。
゜
ヽ

ー
タ
ー
、
、
ア
メ
リ

め

し

み

の

深

い

ヽ
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新
憲
法
の
施
行
に
伴
つ
て
人
の
身
分
ま
た
、
現
在
婚
い
ん
中
で
な
い
も
の

に
子
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
親
子
に

関
係
を
規
律
す
る
民
法
の
中
の
親
族
、

相
続
編
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
そ
の
っ
い
て
新
戸
籍
を
編
製
し
ま
す
。
な

結
果
必
然
的
に
身
分
関
係
を
登
録
公
認
．
お
、
旧
法
戸
籍
に
父
母
が
と
も
に
任

す
る
戸
籍
制
度
も
改
め
ら
れ
去
る
昭
和
籍
し
な
い
子
が
あ
る
場
合
は
そ
の
子

石
丸
県
道
大
崩
壊
の

二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
新
し
い
戸
籍
に
つ
い
て
は
一
人
ご
と
に
新
戸
籍
が

た
め
交
通
不
能
と
な

法
の
規
定
に
基
い
て
、
旧
法
戸
箱
中
の
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

筆

頭

者

（

戸

藷

の

一

番

初

め

に

登

載

さ

で

夫

婦

に

つ

い

て

新

戸

籍

が

作

ら

れ

る

>`
 

れ
て
い
る
者
）
で
な
，
い
者
が
婚
い
ん
し
t

る

場

合

に

ど

ち

ら

が

そ

の

戸

籍

の

箪

村

議

会

文

化

員

、

教

育
委
員
、

P
.
T
.

た
場
合
と
か
、
筆
頭
者
で
な
い
者
の
夫
頭
者
と
し
て
記
載
さ
れ
る
か
と
申
し

A
会
長
等
玉
川
中
学

婦
に
子
供
が
生
れ
た
場
合
な
ど
機
会
あ
ま
す
と
、
必
ず
し
も
男
で
あ
る
故
に

る

毎

に

新

戸

籍

を

作

っ

て

自

然

に

旧

法

筆

頭

に

記

改

さ

れ

る

と

は

限

り

ま

せ

校

視

察

大
谷
地
区
老
友
会
結

の
戸
紺
が
無
く
な
る
こ
と
を
持
つ
こ
と
ん
。
こ
の
戸
箱
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ

に

し

て

参

り

ま

し

た

が

、

，

ま

だ

ま

だ

多

る

者

を

箪

顕

者

と

呼

ん

で

お

り

ま

す

。

文

く
の
旧
戸
籍
が
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
筆
頭
者
と
な
る
も
の
は
婚
い

Al

共
同
募
金
会
開
催

村
騎
会
を
開
く

役
場
で
は
い
よ
い
よ
明
年
四
月
一
日
か
の
時
を
基
準
と
し
て
夫
婦
が
ど
ち
ら

母
子
福
祉
会
開
催

ら
全
国
一
斉
に
新
法
の
戸
籍
耀
製
の
基
の
氏
を
称
し
て
婚
い
ん
し
た
か
に
よ

中
央
敷
水
之
陸
軍
伍

準
に
よ
っ
て
全
部
編
製
替
え
を
す
る
協
っ
て
定
ま
る
の
で
す
。
即
ち
婚
い
ん
」

長
山
本
光
治
君
の
英

期
的
な
仕
事
を
始
め
る
事
に
な
り
ま
し
の
と
き
氏
を
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
者
―

た

。

こ

の

●

と

を

戸

籍

の

敗

裂

と

い

う

が

筆

頭

者

に

な

り

ま

す

。

さ

て

旧

法

．

霊

帰

還

ー

同

日

松

山

市

に

於

て

県

下

の
で
あ
り
ぽ
す
。
従
前
の
旧
法
に
よ
る
中
に
養
子
縁
組
婚
い
ん
又
は
、
入
夫

婚

い

ん

を

さ

れ

た

方

は

入

籍

し

た

戸

．

町

村

談

員

大

会

開

催

晨

繁

期

の

防

犯

運

動

．

戸
節
は
皆
さ
ん
も
御
承
知
の
ご
と
と
｀
、

戸

主

及

び

そ

の

家

族

は

全

部

―

つ

の

戸

箱

の

筆

頭

に

は

妻

か

記

蛾

さ

れ

て

あ

せ

ら

れ

る

。

脹

緊

期

に

は

、

皆

様

が

家

を

留

守

い

た

し

籍

に

記

載

せ

ら

れ

、

家

族

と

し

て

は

戸

り

夫

が

そ

の

妻

の

次

に

記

載

さ

れ

て

ま

す

の

で

そ

の

す

き

を

ー

ね

ら

つ

て

盗

み

を

二
十
一
日
村
常
会
を
開
く

主
の
妾
や
子
供
だ
け
で
な
く
、
．
お
じ
、
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
載
が
好
二
十
二
日
大
洲
巾
、
郡
連
合
防
働
く
者
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
留
守
番
を
置

く
事
。
戸
じ
ま
り
を
完
全
に
．
し
で
下
さ
い

犯
対
策
協
議
会
主
催

ま
し
く
な
く
考
え
1

て
い
ら
れ
る
．
方
が

お
ば
、
兄
第
姉
妹
等
が
記
戟
さ
れ
て
い

る

戸

紺

で

す

。

し

か

し

、

新

し

い

戸

籍

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

よ

う

か

:

"

て

秋

季

9

交

通

安

全

運

動

に

つ

い

て

柔
道
大
会
開
催

本
年
も
例
に
よ
り
、
十
月
二
十
二
日
よ
り

0
一
日
々
々
と
秋
が
深
く
な
っ
て
ゆ

＂
•
本
村
A

組
優
勝

法
で
は
「
一
組
の
夫
婦
と
こ
れ
と
氏
を
の
よ
う
な
向
き
は
夫
婦
両
方
か
ら
申

末
日
ま
で
秋
季
交
通
安
全
運
動
を
実
施
す
き
、
稲
の
穂
も
頭
を
た
れ
て
多
忙

二
十
四
日
乳
牛
結
核
検
診
施
行

同
じ
く
す
る
ご
と
に
戸
籍
を
栂
製
す
る
」
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
を
筆
頭

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
・
道
路
に
物
な
股
繁
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

．

二

十

五

日

よ

り

ジ

フ

テ

リ

ア

予

こ
と
が
原
則
と
な
っ
‘
て
い
る
の
で
す
。
者
に
籾
換
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
も

を
置
い
た
り
子
供
さ
ん
を
道
路
で
遊
ば
さ
意
外
に
多
発
し
た
赤
痢
も
ど
う
や

、
防
接
種
施
行
：
＇
．

そ
の
た
め
同
一
の
戸
籟
に

F
親
夫
婦
」
し
こ
の
よ
う
な
取
扱
を
希
望
さ
れ
る

な
い
様
に
じ
て
下
さ
い
＆
皆
ん
な
の
力
で
ら
ほ
と
ん
ど
の
恩
者
が
全
治
又
は

二

十

六

日

民

生

委

員

会

を

開

く

＇

と
「
長
男
夫
婦
」
「
叔
父
夫
婦
」
の
よ
向
き
は
遠
や
か
に
役
場
に
申
出
ら
れ

う

に

二

組

以

上

の

夫

婦

が

同

籍

し

て

い

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

そ

の

外

旧

法

＇

．

交

遥

事

故

を

な

く

し

ま

し

よ

う

。

順

調

に

快

方

に

向

つ

て

い

ま

す

。

こ
れ
か
ら
の
忙
し
仏
農
緊
期
に
、

，
岩
谷
地
区
畜
牛
品
評
会
一

チ
、
朝
か
ら
連
日
身
体
を
酷
使
す
る
農
一

る
旧
戸
緒
を
新
し
い
戸
籍
に
改
製
す
る
中
に
戸
主
が
死
亡
さ
れ
て
家
督
相
続
二
十
八
日
予
子
林
地
区
に
赤
痢
三
、
秋
祭
の
時
季
と
な
り
ま
し
た
「
祭
や
市
」
．

に
つ
き
も
の
4

「
ヤ
ン
」
の
街
頭
バ
ク

と

い

た

し

ま

す

と

、

「

親

夫

婦

」

「

長

を

し

た

の

に

そ

の

届

出

が

済

ん

で

い

患

者

発

生

．

イ
ン
チ
キ
即
き
売
り
に
か
4
ら
な
い
様
に
家
の
人
々
は
、
身
体
を
大
切
に
し

男
夫
婦
」
「
叔
父
夫
婦
」
を
単
位
と
し
，
、
な
い
方
や
、
そ
の
他
戸
籍
の
手
続
を
．．
 

十
月
一
日
郡
議
長
会
を
開
く

．
て
、
食
事
拓
も
充
分
気
を
く
ば
り

た
三
つ
の
戸
籍
が
作
ら
れ
、
そ
の
夫
婦
し
ょ
う
と
考
え
な
が
ら
ま
だ
さ
．
れ
て

-
l
1

日

教

育

委

員

会

を

開

i

し
て
下
ざ
い
。

元
気
で
よ
い
収
穫
の
時
應
麦
養
＇
，

四
r

,

．
猟
銃
の
検
査

委
員
長
に
香
川
亀
久

の
子
供
は
そ
れ
ぞ
れ
の
父
丹
の
戸
籍
に
い
な
い
よ
う
な
方
は
手
続
を
済
ま
せ

a

十
月
二
＇
十
四
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
肱
き
の
折
・
を
過
し
て
下
さ
い
。

｀
 

入

籍

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

て

下

さ

い

。

来

年

四

月

ヵ

．

ら

旧

戸

籍

一

次

郎

兵

を

再

選

、

，
．
川
村
巡
査
部
長
派
出
所
で
実
施
し
ま
す
。
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出
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生

死亡

婚し、ん

転入‘

転出

男
．女'
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